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1．緒論
第1表　月令別熱量及び蛋白質供絵目標

　本紀要第一集”　（1965）で当時の栄養所要量21にもと

づいて策定した「発育期および妊娠授乳期を対象とした

食構成試案」を発表した。その後1969年には栄養所要孟

が改訂3，され、1970年5月には栄養審議会から「昭和50

年4レを目途とした栄養基準量とそれに対する食糧構成基

準」が答申され他方、手塚5⊃らによる「年令、性、労作・

妊婦、授乳婦別食糧構成」が発表された。このような栄

養所要量や食糧穏成改訂の動きは米国にもみられ、1968

年には七訂栄養所要量61が発表され、つづいて食糧構

成7）にも僅かの改訂が加えられている。

　栄養所要量は栄養学の進歩、国民の体位や生活様式の

変化などに伴なって当然変化する。これに対応する食生

活型の立案には栄養のほかに、更に経済水準や食紐の需

給状況、嗜好の変化などが加味されなければならない。

当愛育研究所研究第四部においては附属機闘（病院、哺

育室、保健指導部、ナースリー、幼稚園、養護施設、愛

育指轟村等々）の乳幼児、学童および妊娠産縛、授乳婦

に対する供食や、栄養指導に役立てるため、実用に供し

易い形式の食植成を策定し、これにもとづいて供食、栄

養指導を実施してきている。今回、上述のような国とし

ての基準の改訂に伴ない。本研究部で用いてきた食構成

にも多少の改訂を加える必要が生じている。

　更に1969年の改訂栄養所要量には、0才児の月令層別

体重1kg当りの熱量および蛋白質所要量が加えられた。

このうち授乳期に関しては乳の処方、乳製品の調整方法

などの面から既に詳細な検討が加えられているが、雌乳

期に関しては離乳基準案81や離乳型9が発表されたのは

1961年であり、これらについても現在の食生活型の変遷

を加味して検討し直す必要に迫られている。そこで今回

は乳児栄養所要量が新たにされたのを機会に、離乳型に

ついても再検討を試みた。

2．離乳期を対象とした食構成（改訂離乳型）

①離乳型策定の基本条件

　　a　栄養供給量二改訂栄養所要量では乳児期の熱最

および蛋白質所要量は体重1㎏当りで扱われているの

熱　　量 蛋白質
離乳食から
の栄養比

　　月1～
580（Ca旦 夏7（9 　（％

一
2～

640 17
一

3～ 700 18
一

4～
760 20

一
5～ 鋤

22 約10

6～
820 24 2Q

7～
840 25 30

8～ 860 26 30

9～ 880 27 50

10～ 蜘
27 60

u～
920 28 70

注　乳児の体重1㎏当り熱量及び蛋白質所要量と乳

　児の月令別体重推計値とより算出され補正され

　　た数値

で、同時に発表された乳児の月令別体重の推計値を用

い、月令別熱量および蛋白質所要温を算出した。但しこ

の時に生じる不自然な、ひずみを補正し、最終的には第

1表のような数値を策定目標値として用いた。無機質、

ビタミソについては所要量そのままの数値を用いた。

　　b　乳と離乳食との栄養比：離乳食から供給される

熱温および蛋自質猛を私達10レの検討にもとづいて第1表

のように定めた。すなわち4か月は0とし・5か月の約

10％から11か月の約70％まで徐々に増加させた。

　　c　栄養価の箕出には母子栄養ノート11レ中の離乳食

のための荷重平均値を用いた。

　　a　離乳期に与える乳として9か月前後までは一

応、特殊調製粉乳を用いると想定して離乳型を構成した

が、乳として牛乳を用いることは全く差支えない。但し

現在の所要量に準ずると・牛乳に砂糖と穀粉の添加が必

要であり、もしこの添加を行なわなけれぱ離乳食中のか

ゆ、油脂、砂糖などの増髭が必要になる。この辺のとこ

ろは今後一層の検討が必要であろう。

　　e　食構成には可能な限り単純で実用に供し易い形

式を採用した。

　②改訂離乳型およびその栄養供給量

一159一



日本総合愛育研究所紀要 第6集

第2表改訂離　乳　 型

離乳期区分（月令〉 離「乳「初期
（5～6ヵ月頃） 灘力鵠讐乱雛）年前後

乳
母乳（又は処方乳＊耳）咽量（皿」） 母乳（纈制母乳（㎜一7Q・）1（4・・一・）

牛　　乳『　　咽量（め『 O　　　　　　　　　O　　　　　　　【5Q～4QO 4QO

離乳食の回数 里～2 2 3 3

離

乳

工紛

π＊2

食　皿＊2

うすがゆとして　　かゆとして　　硬がゆとして　　軟飯として

5～30 30～8Q　　　70～120　　　80前後

野菜、果実類L回量（9）　　5～20 20～30　　　　　3Q前後　　　　　30～40

卵（個）

　（肉・魚・豆）

L回温（9）

卵黄
　麺～％
（肉の場合零310）
（豆腐の場合

　　3Q～40）

卵黄　　全卵　　全卵　　　　　　全卵
　L～％　　　　　小蘇　　　　小鱗
　（15）　　　（L5～20）　　（20前後）
（50前後）　　　　（5（）～60）　　　　（60前後）

、油　脂　類都　　　1日量（9）　　　　3 4～5
10 ユ0

砂糖祁皇日量（9）　i～4 5～6 15～27 27、

そ　　果汁又は果実がゆ　　1日量（9）　　　50～70

の
他　　ビスケット欝　　　 L日量（個）

70　　　　　、70～100　　　　　、100

2 2

注』＊1処方乳一特殊調製粉乳又は牛乳
　　　人工栄養の場合の乳一特殊調製粉乳17％として計算した。
　　　乳として牛乳を用いる場合は全乳量として・離乳初期700～600mJ・中期600～500皿’・後期450～300mJl．
　　　！年前後300配前後となる。これを表中の処方乳量まで稀釈して用いるとすると初期は％乳・中期鋸乳
　　　となり、宅れに砂糖約5％、穀粉4～3％の添加をしなければ所要量の条件と一致しない。
　＊2離乳開始時を除き離乳食には1、π、皿を組合して与える。
　＊3獣鳥魚肉を示す
　判　油脂類一調理の副材料として
　＊5砂糖呂調味、間食用のほか牛乳添加の分をも含む
　終　ビスグットー栄獲源としてより歯がためとしての意味が強い。従ってビスケットに限らず・偬ごたえの
　　　あるしかも安全な食品であれば用いることができる。

、．1上述のホ逐な条件のもとで離乳期を対象とした食構成

試案を得たので第2表に界す。

　またこれによって供給される栄養量は第3表のよう

で、すべての栄養所要量を満たしている。

3．　発育期および妊娠・授乳期を対象とした

　食構成

①　食構成策定条件

　a　全発育期および妊娠・授乳期を一貫させ、できる

だけ単純で一般に利用しやすい形式とすることに重点を

おいた。

　b　栄養基準は1969年改訂の栄養所要量とする。

　c　昭和50年を目途とした食糧構成基準、手塚らの年

令・性・労作・妊婦。授乳婦別食糧構成および武藤の発

育期および妊娠・授乳期を対象とした食構成にはそれぞ

れ独自な立場で綿密な検討が加えられているので、、これ

らを基盤として試案を構成した。

　d　食贔分類および荷重平均成分表＝食構成のための

食品群は栄養と実用の見地から　1）乳および乳製品（乳

類と略称）・2）卵類・3）獣鳥魚介肉およびその製贔（肉

類と略称〉、4〉豆類および豆製品（豆類と略称）、5）野菜

・果実・海藻。茸類（菜・果類と略称）、6〉穀類・芋類

（穀・芋類と略湧く）、　7）油母旨類および多丹旨食品（油月旨類

と略称）、8）砂籏および砂糖を多く含む食品（砂糖類と

略称）の8群に分類し、それぞ乳の荷露平均成分値を手

塚らの“荷重平均値”および“Food　Co恥titutionの

Total　roundedの重量比”とがら算出した。算出法の詳

細については第4表の注に記した。
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第3表　改訂「離乳型」から供給される栄養量

栄　養素

月　　　令

熱　　　　量（Cal）

蛋　　白　　質　（9）

脂　　　　　肪　（9）

糖　　　　　質（9）

無
一機

質

㎎

ビ

・タ

ソ

カ　ル　シ　ウ　ム

　　　燐
　　　鉄
ナ　ト　リ　ウ　ム

A　（I　U）

Bユ（㎎）

既（㎎）

Ni（㎎）

C　（㎎）

5

　791．

22．i

31，0

1Q5．6

707

627

9．7

375

3，433

0．51

夏．43

　6．5

　89

6

　833
24，4

31，6
109i4

689

647

皇0．0

398

3，57真

0．54
1142

　7．2

　84

7

　853
25．5

35，Q

lO8．7

655

664

9．9

385

3，443

0，54

1．36

　7，覧

　80

8

　870
26，0

32．7

1L7，3

620

630

9．3

369

3，234

0．54
正．33

　7，2

　8皇

9

865

27．6
32．里

115．8

504

609

6，4

29真

2，378

0．51

！．Q4

　6．4

　70

互O

887

30，1

29，8

皇23．3

491

659

3．2

244

，530

Q．45

0，89

5，3

　55

11

896

30，6

29．8

124．7

506

664

3．2

262

，790

0，48

0．92

5，3

　65

注・離乳型に用いられる乳は8か月までは特殊調製粉乳・9か月からは一部牛乳とし・IOか月からは全部牛乳に
　移行するものとして算出された。
　・離乳食の栄養価はミ発育期食品構成に用いられた食品群別荷重平均成分表一武藤案モ（母子栄養ノート）を

　用いて算出した。
　。燐、鉄、ナトリウム、ニコチソ酸量には一般成分表値を充当した。

　なお食品群を8群に絞ったことに対し次のことを附言

しておきたい。①乳類を牛乳としての数値で現わしたの

は乳製品は種類により著しく栄養価が異なり、また家庭

により使用する種類や量に著しい相異があること、②魚

介と獣鳥肉を一群にまとめたのは薗者間爾栄養的な差異

が少なく地域、季節、個入的好みなどによっていずれを

用いても差支えないと考えたこと、③野菜、果実、海藻、

茸を菜・果類として一括したのは栄養的な役割がほぽ等

しく、季節、出荷状況によってはその使用量がいずれに傾

レ）ても差支えないと考え為こと、④また緑黄色野菜を区

別しなかったのは、一口に緑黄色野菜といってもそのビ

老ミン含盤に嫉大きな開きがあり、緑黄色野菜の一定温

を層いても、．その供給されるビタミソ量に大きな差異の

ある，こと、また季節による生産量の変動が大きく常に一

定量を供給することは必ずしも簡単でないこと、．ビタミ

ソAが必要以上に摂取された揚合にはそれが体内に蓄積

され長期にわたって利用されるらしいこと、よい献立・調

理には色彩効果のためにおのづから適度の緑黄色野菜・

果実がとり入れられるので、むしろその面から有色野菜

。果実の利用をおレすすめたいこと、⑤殻類芋類を一つ

にしたのは栄養的役割が類似し、食事において両者が互

いに代替し得ること、⑥また米、、パソ、めん類を区別し

なかったのはこれらの間に単養的な優劣は考えられず、

家庭や個人の嗜好によって選択自由であると考えられる

』
こ
と
、
⑦
菓 子類の項を特に設けなかったのは砂糖そのも

のと菓子とてしの砂糖との童量比は燭別に勘案されて差

支えないと考えたからである。

　②食構成試案・

　上記のような基本条件のもとに算定した食構成試案を

第5表に示す。乳は1～2才の400mJかむ成人の200mZま

で次第に減じたが、卵は成人値の459を除き、すべての発

育期年令隠に対し509を採用した。肉類は1～2才409か

ら次第に増量、蛋白質所要量の最も大きい12～14才に男

1609、女1409の最高値としその後成人男909、女809に

減じたo豆類は1～2才の59から出発、12～工4才で最

高259とし、その後の減少は僅かで成人値男209、家159

とした。菜・果類は1～2才2509とし、12～14才の500

9までふやし、成人値を4009とした。穀類は1～2才

層から男女差を設け・男1509に対し掌1309・最高はカ

ロリー所要量の最も大きい15～17才に男4809、女3809

（女のカロリー所要量最高値は13～14才であるが、この

時は蛋白質所要猛最高値と一致し、肉、乳、豆などが多

くしてあるので穀類は3709で所要力βリーに達した）

とし、成人値は男4509、女3509に減じた。油脂類は129

から出発して男は15～19才の309まで、女は12ん17才り

259まで増加させ、成人値はそれぞれ25＄、209とし

た。砂糖類は1～2才209カ・ら12～14才409までふやし

成人は309とした。
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第4表　改訂食構成の栄獲価算出に用いた食品群別荷重平均成分表（里009）

略　称
熱量 蛋白質 脂肪

無 機　　質 ビ　　タ γ

（Ca1 （9） （9）
カルシ
ウム
（㎎）

　　ナトリ鉄　ウム
（㎎）　（㎎）

A　　BI　　B2
1u）（㎎）　（㎎）

Ni
（㎎）

C
（㎎）

乳および乳製品
　（牛乳としての数値） 乳　類 59

2．9 3．3
Loo

0．i　　36 LOO　O，03　0，良5 0．真 0

卵類（鶏卵その他の鳥卵
　　　・卵製品＊5） 卵　類 156

12．7 lL．2
65

2．6　　90 鰍）　0．LO　O．03 Q．1 O

獣鳥魚介肉類とその製品
（生鮮肉としての数値＊1） 肉　類 155

i8，2 8．2
19

1，8　　86 38　0，18　0．皇5 5．5 0

豆類およびその製品
（乾燥晶としての数値＊2） 豆　類 380

31．4 L4．2
170

6．9　　　4 4　0．50　0．19 1．9 0

鶴澱鵬調 菜・果類 35 1．2 0．3 34
0．7　　32 412　0．05　Q．06 0．5 30

穀類・芋類
（穀類としての数値粉

穀・芋類 352
7．0 0．8 8 0．7　　　2 0　0，し0　0．03 1．4 0

油脂類および多脂食晶
（油脂としての数値＊5） 油脂類 813 O．7 9L．5 3 0　　313 467　0．01　・0，02 Q．1 O

砂徽（藁手蕊警漁）
　　（砂糖としての数値＊5）

砂糖類 384 0 O 2 0．2　　　0 0　　　0　　　0 0 0

注　組 手塚らの魚介類の荷重平均値より白子干・練製品・生干しを除いて魚介類1009値を出し・獣鳥肉の荷
重平均値よりハム・ソーセージを除いて獣鳥肉夏009値を出し・前者と後者の重量比を70＝40（手塚ら
による数値）として肉類1009荷重平均値を算出した。
大豆及び大豆製品・みそ類・その他の豆類の比を45＝20：5とし・前二者は蛋自質量にもとずいて大豆
に換算し・乾燥品としての豆類荷震平均値を算出した。
果実類・緑黄色野菜・淡色野菜・海藻の比を145＝70n65＝2（但，し海藻は生鮮品20として計算）とし
手塚らは海藻に対し・わかめの数値を採用したのに対し・本表では昆布とわかめを1ほにしたものを
用いて菜・果類の荷震平均とした。
米・パン・めんの比を275＝55＝40の比とし・バソは強力小麦粉（内地産）・めんは中力小麦粉（内地産）

に換算して穀類の荷重平均値を求めた。
手塚らの荷重平均値をそのまま用いた。

　③食構成の運用をたすけるための補助表

　本食構成を組立てる食品群は8群に集約されたが、実

際の運用に当っては広範囲の食品が用いられる◇生鮮肉

類・生鮮菜果類の間では具体的に何が用いられても栄養

的に大差ないが……勿論緑黄色野菜のカロチン含量には

第6表のAに示すように種類による大差があるけれど

も……。乳製品、獣鳥魚介肉製品、豆製品、穀類製品と

芋類などの間には、主としてその水分含量の多少、ある

いは用いられた副材料の種類によってかなり大きな差が

生ずる。日常の食生活において個々の食品間における栄

養組成上の小さな異同は問題にならないが、大きな相異

参ある場合は一応考慮の必要がある。そのため食構成に

は第6衷A、B、C、Dのような補助表を添えて利罵す

ることが望ましい。

　④改訂食構成に対する栄養面からの考察

　本食構成の計算された栄養量を第7表AおよびBに示

す。熱量、蛋白質、ビタミソA、ビタミソCは男女すべ

ての年令層において、所要最をみたし、ビタミソBエは18

～19才層および授乳期に軽度の不足を示すのみで、また

ビタミソB2は女が15～工9才層、』男が18才～成人層におい

て軽度の不足を示すのみで、その他は全部所要量とほぽ

一致する。カルシウムは男女とも9才から成人層まで、

不足がつづき殊に男の12～17才届、女の12～工4才層の不

足は約300㎎に達する。また妊娠・授乳期を通じて200～

400㎎が不足している。鉄は1～8才までは男女とも軽

度の不足、その後男は所要量をほぱみたすが、女は9～

11才膚を除いて成人まで3～6㎎の不足・妊娠・授乳期

には不足が7～8㎎に達する。晶コチソ酸は両性、全年

令層において2～6㎎の不足を示す。

　これらの数値は荷重平均成分表を用いて算出されたも

のであり、当然実際の食生活はこれらと相当隔ったもの

になることが考えられる。また所要量そのものについて、

まだ問題の残されている部分も少なくない。従って上記

のような不足にどう対処するかについても答は簡単でな
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武藤他二改訂　発育期および妊娠授乳期を対象とした食構成試案

第5表改訂発育期および妊娠授乳期を対象とした食構成（単位9）

（A） 男

謙艮一2
乳

卵

肉

豆

菜・果
穀・芋
油　繕
砂　糖

類

類

類

類

類

類

類

類

㈱
50

40

5
250

L50

皇2

20

3～5

姻
5Q

50

10

300

22Q

15

20

6～8

350

5Q

6Q

10

350

280

2Q

30

9～11

（B）　女

談1－2
貌　類
卵　離
肉　類
豆　類
菜・果類
穀・芋類

油脂類
砂糖類

400

50

40

5
250

130

聖2

20

300

50

120

2Q

蜘
350

20

30

3～5

姻
50

40

覧O

㈱
皇go

15

20

6～8

350

50

70

10

350

270

18

25

9～H

300

5Q

i20

20

400

350

20

30

皇2～14

蜘
50

140

25

500

370

25

40

15～17

200

50

100

20

500

380

25

40

12～里4

300

50

160

25

500

420

25

40

15～L7

2QO

50

130

25

500

480

30

・40

玉8～19

200

50

100

2Q

500

46Q

30

40

成人
200

45

90

20

4QO

450

25

30

18～19

200

50

’
8
0
20

500

380

20

30

成人
200

45

80

艮5

40Q

350

20

30

妊娠
前半期

300

50

L20

25

卿
350

20

30

姪娠
後半期

㈱
50

130

25

500

370

25

－30

授乳期

500

50

130

25

600

4QD

3Q

40

第6表
A　緑黄色野菜果実類のカロチソ含量の比較（I　U）

ホーレソ草

くり南瓜
人　　参
ヒ。　　マン 夏，㏄o み　か　ん

1，㏄o

㈱
300

120

B　牛乳LOO9の蛋白質とほぽ同量の
蛋白質（約3g）を供給する食品の
分量（9）

チ　　 ズ

スキムミルク

ヨーグノレト

アイスクリーム

12

8

80

70

C　生鮮獣・鳥・魚介肉1009の蛋白質とほぼ同量の蛋白質（約
L8g）を供給する食品の分量　（9）

獣　、鳥　肉　製　贔　　　魚　　肉　　製　　品　　　　豆及びその製品

ノ、　　　　　　　ム 夏10 白　　子　　干
50 いんげん（乾物〉 90

ソ　ー　セー　ジ
140 め　　ざ　　し 60 大　　豆（〃） 50

コ　ソ　ビー　フ 70 半　　　　片
150 豆　　　　腐

300

竹　　　　輪
130 生　　あ　　げ

180

さつまあげ
150

がんもどき 里20

ソ　ー　セー　ジ
120 凍　　豆　　腐 35

納　　　　　豆一 nO

D　穀類1009の熱量とほ
ぽ同量の熱量（約350Ca1〉
を供給する穀類製品およ
び芋類の分量　（9）

食　パ　ソ
うどん（菊）
マカP二（乾物）

め’　し
も　　ち
さつま芋
じゃが芋
せんべい

i30

300

100

難、

140

290

450

100
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第了表　改訂食構成の栄養価計算値

（A）　男

1～2 3～5 6～8、 9～11 12～i4 15～L7 ！8～19 成　人

一

1熱 量働11，岡 皇，5・8i 1．8・31 ≧1671 歌6・81 名7司 名6351 2，456

蛋自質（9）1 40．5 那i 獅レ 72．6 貌71 a3．6 76．9 70．7

脂 駅9）1 笥81 喰71 4明 ・50．4
αあ・1

59．3 5軌71 49．5

カ　ウム（㎎）1 舅61 58．1
5531

劃 畠・1 釧 郷1 452

無
機 鉄⑩ε）1 、臥61： 副、 亀iI h61

12．7
1z51

n．7 10．5
質

ナ吻ム（㎎）1 脇1 379 脳1 獅1 伽1 継1
55gI

406

軽工u）［ 1，9。夏1 名・551 a3・81 禰1
ag3gl 名85・1 ㈱1 2，360

ビ
　
タ

琢（㎎）1 “551、 嘱
、
1 銑矧 1・叫 1．23 1．20

1甲12レ
夏＝02

画⑩9）1 L・21 1・1・／： 皇・・81 1・距1 1・司 1・151 夏一1Ll
正．01一

ソ

酌（㎎）「 臥2、1 亀夏1 軌71 1生31 凪里1 1乳21 1酬 i4．01

σ（㎎）レ 万1 ガ1 1・51 12・1 15・1 i5・1 150
12D・

備
（鑑繍蛋）謝 α

．
1

551P
5・r 5皇 50 43 彪1 40

脚諮リ湘 刀・1 ・塞1
231

21 卜列 例 ゆ1 L7

’
考 徽φ加リー比

　　G％） 馴 司1 5司
571 571

61 剣 64

（B）　女

談，……険興一一一成人繍騨授乳期
熱　温（鉱1）『・1・1…，38711，麗71名皇67≧如kIa297h187h6皇ghl861締la686・

蛋『白質（9）13％14釧5臥817a61鉱6i6刺6亀816軌2i7嵐218正・71脚
脂　肪（ぎ）13臥613剰4州5α415亀・15祠4斜4a5151・216③516亀9

無
機
質

，カ　ウム（㎎）1祠575155315釧6。31矧4831矧56317㎝1837
鉄・（㎎）巨41剣亀21鳳6いλ・IU・・桓6h2いαglU．gI1盆9

ナトリウム（㎎〉1344137・1剰4551586145。i4L71381145515471632

ビ
　
タ

パ（IU）i1・9・11名・司a3・31鞭h93Ll歌8里6臣7841乳332亀4881乾・27巨562

鼠（㎎）巨531似63i卿11・ql1・141里・・2匝981住88いα411，15い．26

残（㎎）い・・1い・・71Lゆい・臣い・刀い・・5い・・2匝％い，18い，4隻い、磁

ソ
Ni（㎎）巨gIス1い軌211生31L翫81皇生・匝glu・9匡4里臥8いα9

C（㎎）1乃I　g。1順IL2・い5QI15・iL5・1彪ゆい2。い5・I　L8・

備
　
　
考

（雛、灘）携）i651％1司5Ll5。1叫1馴1矧5・1糾　罰
蹴謝一比12912612312112212・1蛤いgI2Li22123
穀類の翻り一比1411矧判釧副5816d　d56153153
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武　藤他＝改訂　発育期および妊娠授乳期を対象とした食構成試案

第a衷　旧食構成との比較（前回試案を100とした揚合の本案の比率％）

（A）　男

譜！1－2 3～5　　　6～8 9～11　12～L4　夏5～17　18～L9　成人

乳　　　　類 1QO 100 10Q ！oo
Loo 100 1QO 143

卵　　　　類
100 10Q 100 互oo 100 Loo 100 131

肉　　　　類
80 LOO

夏oo 里20 100 87 122 1QO

豆　　　　　類 71 1QO 100 91 60 63 63 50

菜　　　果　類 ioo Loo 100 100 100
星oo

Loo 80

穀　　　芋　類 85 92 94 104 103 97 93 94

油　　脂　　類’ 200 H5 重oo 80 100 120 夏20
Loo

砂　　糖　　類 Loo 67 75 75 100 100 里oo
67

（B）　女

談狐3－5
乳　　　類

卵　　　類

肉　　　類

豆　　　類

菜・果類＊1

穀・芋類＊2

油　脂　類

砂糖類

100

10D

loo

loO

100

85

240

100

10Q

lQつ

100

200

LOO

gL

125

67

6～8

皇OD

lQO

140

20D

10D

97

120

63

9～u

10Q

100

86

Loo

LOo

n2
Loo

75

里2～14

Loo

100

93

夏oO

LOO

91

125

100

15～17　　18～19

100

100

77

80

10D

93

i25

100

互oo

夏oo

94

80

1QO

gL

Eoo

75

成人

亙43

ヒ28

L　L4

88

89

85

Loo

、100

妊娠
前年期

94

10P

正34

125

80

79

9L

loo

妊　娠
後年期

・80

皇oo

13Q

ユ25

ioo

78

100

、86

授乳期

1QO

正oo

n8
125

100

75

100

夏oo

注　判 前案では野菜と果実に分れていたがこの両者を合わたものと比較した。
前案では芋類と穀類が分れてい粍が・芋類をカロリー値で穀類に換算して穀類に加えyこれと比較した。

レ“。9才以後のカルシウム不足はもし経済や嗜婦が許す

なら乳量を200～300》ふやす蛮にまって解決することが

できる。鉄不足に対して単に鉄含量の多い食品を多く摂

取する礁が解決策になり得るかどうかについては疑義が

多いユ2〕13泌1。食晶中の有効鉄の測定法、鉄吸収の機構等

に関する研究の今後の発展が待たれる。ビタミンB1およ

びB2の1時期の不足は強化米、強化バソなどの使用によ

．らて解決できると考えてよいのであろう。栄養素の中で

最も不足度の甚しかったのはニコチソ酸であるが、動物

・蛋白質が総蛋白質の40～50％を占めている場合、ニコチ

ソ酸の不足はあまり問題にしなくてもよいものであろう

か◇

　脂肪のカロリー比は1～2才では30％近いが9～11才

までに次第に低下して約20％となり、その後はずっとほ

ぽこのレペルを保っている。逆に穀類の力駆リー比は1

烈2才で40％余、次第に上昇して15～17才で約60％に達

し、男の場合は成人期に更に上昇し64％となった。もっ

ともこれは芋類からくる筈のカロリーも加算されている

ので摂取される芋類の量、それによっズ減少する穀類摂

・取量などとの関係で変化し得る。また従来の日本人の食

習慣のよう・に油脂や砂糖の摂取を少獣くすれば、その分

、の熱量は主として穀類によって補われる・ことになろうか

ら、この場合は穀類の熱猛比が上昇する。日本人の食形

態としてどちらが、より好ましいものであるかについて

はこれも今後の検討にまたねばならない。

　⑤　旧食構成および米国食構成案どの比較

　本改訂食構成を旧構成と比較すると第8表のようにな

る。旧案では野菜と果実を別項目としたので、この両者

を合せたものと比較した。また芋類と穀類も分けてあら

たので、芋類を力膠リー値で穀類に換算して荷者合せた

適のと比較した。前回にくらべ乳類と卵類を成人の所で

多少ふやしたこと、女3～8才の豆類を倍にふやしたこ

と、男女工～2才の油脂を約1～2倍にふやしたことが

目立つ変化であるが、これらはいずれも使用の絶対置が

少ないので実質的にはあまり大きく変化していない。

　米国で砕ま1964年乾こ1週問を単位とした年令、性、妊娠

。授乳期別、食費別食構成を発表したが、1968年の所要

量改訂に際し、これにも僅かの改訂を加えている8比較

のために、1QW・cost案について1日分を算出1し、一ドLポ ン

ド。オンスをグラムに換箕し、これを100として、本食
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第9裟　米国案食携成との比較（米国案をユ00とした場合の本案の比率％）

（A）　男

薗い一3
3～6 6～9 9～里2 聖2～15 15～20

成　　人
呆卜～2

3～5 6～8 9～u 皇2～14 15～聖9

乳　　　　類 62 62 54 33 26 皇7 35

卵　　　　類
143 143 u6 116 116 116 105

肉　　　　類 36 38 42 74 99 53 37

豆　　　　類 互25
125 63 83 LO4 94 83

菜・果　実　類 皇02
88 80 79 95 93 78

穀　　　芋　類 正35
144

玉28
148 126 122 135

油　　脂　　類 75 63 63 63 52 81 52

砂　　糖　　類 璽25
83 75 62 82 70 45

（B）　女

議11－3
3～6 6～7 i2～15 互5～20

成　人
妊　娠

授乳期
泉い一2

3～5 6～8 12～14 皇5～19 後半期

乳　　類 62 62 54 33 26 17 35 44 38

卵　　類 143
正43 U6 100

艮oo
100 90 100 100

肉　　類 36 31 48 74 86 50 38 54 54

豆　　類 125 125 63 83 io4 83 63 LO4 104

菜・果実類＊2
102 88 80 77 94 94 95 72 91

穀・芋類摩s h7 124 玉23
174

玉66 玉89
L77 し79

135

油脂類
75 63 56 63 78 94 83 互04 75

砂糖類
L25 83 63 75 83 88 75 125 100

注　覗　米国案と本案との間には1年の年令的なづれがある。

　　零2米国案は柑橘類・トマト、濃緑黄色野菜、その他の野菜・果実、の3群になっていたものを合計して比

　　　較した。
　　＊3米鼠案は穀類と芋類が分れていたが芋類をカロリー値で穀類に換算して穀頚に加え、これと比較した。

構成の比率を出すと第9表A、Bのようになる。最も著

しい相異は乳量で、本案中乳量の最も多い時でも米案の

60％、15鯉三9才層では米案の20％にも満たない数値とな

った。また肉類も米案にくらべて少なく・殊に1～9才

に少なく、米案のほぽ30～40％程度である。穀類は本案

に多く米案中の芋類を穀類にカロリー換算して穀類に加

えてもなお・本案の方が多く・殊に女9才以後・妊娠期

を通じて本案は米案の180％前後になっている。その他

抽脂類力糖～15才園で本案が米案の60％前後になってい

ることを除をナ昏ぎ、　耳日類、　豆類、　野菜・果実類、　油冠旨類、

砂糖類は両者問で多少の高低はあっても乳類・肉類・毅

類ほどの大きな相異はみられない。

　手塚らによる食糧1鋒成とも比較を試みたかったが、食

品群分類の差のため・直接の比較が困難であった・しか

し少なくとも乳および乳製品、卵、肉、魚の合計値、野

菜・果実類の合計値、油脂類などにおいて大差は見出せ

なかった。

4．結語

　1969年の「日本人の栄養所要量」の改訂を迎え、・幾発

表の「離乳型」および「発育期および妊娠・授乳期を対

象とした食構成試案」に再検討を加えた。旧案にくらべ

て両者とも大きな変更の必要はなかったが一部に僅かな

改訂を加えた。
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　　　　NEWLY　REVISED　FOOD　PLANS　FOR　WEANING　BABIES，FOR　BOYS　AND　GIRLS

　　　　OF　DIFFERENT　AGES，AND　FOR　PREGNANT　AND　LA㏄ATING　WOMEN

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dept，4Shizuko　Muto　and　Kiyoko　M玉zunO

　　Food　plans　previcusly　constituted　for　Japanese　bεlbies，for　bDys　and　girls　of　diff6rent　ages，and

for　pregnant　and夏actating　women　have　been　revised　using1969revisiQn　fo　the　Japanese　Recom－

mended　Dletary　Allowances　refe【ing　tQ　Food　C◎nstitutiQn　aiming1975by　Tezuka，et　a1．as　follows．

　　　　　　　　　　　　　　　　　Food　plans　for　wean正ng　bab亘es

顛onth 5～6 7～8 9～11
12

B　stmilk（o「fo「mulalm！）1（f謙a獄8。。）1B糧錨　 （4・。一・）1＼
Cow，s　milk　　　　　　（mJ）

Grue1（cereal・rp。tat・）（9）1　5－3。
互oo

L25 350

Vegetab1…dfruits（9）1　5－2・ 50 Loo
皇20

Eggs （9）IEggy・1k・8－UI謙。織917－25Wh・重eeg93・IWhQLeeg93。

溜譜1脚含ea，）（9）I　K・ 15
30～35

35

Fa亡sand・ils　（9）1　3 4～5
10 10

Su紳rs＆sweets（9）11＊一4＊ 5＊～6＊　　　　　　　　！5＊＊～27＊＊　　　　　　　　27＊器

Fruit　juices　or　puree　（9）　　　　　　　50～70 70
70～100

100

Teething　foods　（number） 2 2

＊　include　sugar　Peither　for　mi里k　nQr　formula
＊＊　　include　sugar　for　m重lk，

　　　　　　　Food　plans　for　girls，boys，a丘d　pregnant　and　Lactating　women　（g）

Age　groups

　　　　　　　　　（y）

1～2

1
6～8 9～H L2～1415～1フ18～LgAdult

Pregna脆cy魚cta
3～5 譜1 盤tio血

Mi夏k＆milk　products
　　（amount　as　liquid　miik）

M　400
F　400

400

400
350，
350

300

30Q

3QO

300

2QQ

2∞

200

200

200

200 300
400　　㎜

EggS M　　50

F　　50

50

50

50

50

50

50

50．

50

50

50

50

50

45

45 50
50　　50

Meats，poultry，ash M　　40

F　　40

50

40

60

70

L20

正20

L60

MO
130

100

UO
80

90

80 夏20 夏30　　夏30

Beans＆peas
　　（amOUnt　in　dry　State）

M　　　5

F　　5

10

LO

10

足O

20

20

25

25

25

20

20

20

20

15　■ 25
25　　25

VegetaUe鼠sea・wead，

　　fruits　and　fungis

M　250

F　250

300

300

350

35Q

400

400 ㎜
㎜

500

伽
謝
謝

柵
4
0
0 ㈱ 50〔）　　600

Cereals　and　potatoes

　　（dry　CQnd貢t三Q旦）

M　L50
F　130

220

190

280

270

350

35Q

420

370

480

380

460

380

450

350 350
370　　400

Fats＆oiLs
M　　12

F　　監2

15

15

20

18

20

20

25

25

30

25

30

20

25

20 20
25　　30

Sugar＆sweets『
M　　20

F　　20

20

20

30

25

30

30
如
4
0

40

40

40

30

30

30 30
30　　40
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水　野他：スキムミルクに関する研究

スキムミルクに関する研究

研究第4部 水野　清子

武藤　静子

伊東　明子

愛育病院長 内藤寿七郎

は　じ　め・に

　スキムミルクは食糧察情の悪かった時代には学校や保

育所給食の鉱要な蛋白質及びカルシウム源として小児の

栄養確保のために大きな役割を果してきたが、戦後すで

に20年、食糧事情の好転に伴ない蛮情の許す地域ではス

キムミルクから牛乳へ移行しようとする傾向が強まって

いる。この理由として風味・調理にかかる手数等の他・

栄養価値に対する疑念、衛生や消化器に与える特殊作用

（主として下痢の講発）に対する不安等もその要因とし

て作用しているように思われる。

　しかし、スキムミルクは発育期に重要な、しかも今尚

日本人の習慣食に不足しやすい遡8）良質の蛋白質・カル

シウム、ビタミソB1、B2に富み、保存性が高く、その上

第1翠に示すように牛乳に比べて著しく低廉である。

　もしもスキ云ミルクを給食に使わないとしたら、蛋白

源をぐる為にスキムミルクに代る他の蛋白源を使わなけ

ればならない。スキムミルク229が提併する蛋白質89

前後をとる為に要する他の蛋自源の分量とその価格を第

2表に示した。スキムミルクであれぱ3円90銭ですむの

に対し牛乳なら30円56銭・・スキムミルクの約8倍にあ鳶

る。「又他の蛋白源を便っ■も納享の2倍から肉類の8倍

迄、相当のコストアップになる。限られた予算で充分な

栄養を供給しようとする場合、スキムミルク以外の蛋白

源を用いれば当然他の部分を圧迫する結果となり・必要

な動物性蛋白質をみたすのは非常に困難になる。

　保育所給食に於けるスキムミルクの重要性はこの点か

らだけでも明かであろう。

　既に「本研究所研究業蹟集」4レ5，6，「給食会だより」7｝「小

　　　　　　　　　　　　　　　第1表

児保健研究」8レ「栄養と食糧」91等に都分的に発表してきた

ように、私達はこのスキムミルクが我が国保育所で、ど

のように扱われているかを調査し、この調査結果にもと

づいてスキムミルクに対する幼児の飲珊試験やスキムミ

ルクの蛋白源・カルシウム源・ビタミソB1・B2源として

の価値を再検討する為、発育期白鼠を用いた動物実験を

行った。今回は保育所に於けるスキムミルクの実態調査

及び給食用スキムミルクの栄養的研究の詳細を総合して

ここに紹介したいと思う乙

第2表 スキムミルク229（3円91銭）に代る蛋
白源とその費用（蛋白質89前後をとる
ために）

口
口
口 名

　　　購入量
分噸離奪価計職瀦
　　　き）

　　卵
魚　　　（鰺）

囹（警（鷲

く　　じ　　ら

竹　　　　輪

豆　　　　腐

納　　　　豆
生　　　　揚

給食用
　　スキムミルク
牛　　　　　乳

市販スキムミノレク

　9
60　．

40

35

35

35

55

【20

45

80

22

250

22

70

55

35

35

35

55

璽2Q

45

80

22

250

22

　　円
L4，00

27，50

28．00

28，QO

塾4．oo

夏夏．oo

互2．00

6．75

i6．72

3．91

30．56

6．60

　　円

　20
　50
　8Q
　8Q
　4Q
　20
　夏G
　夏5
20，90

17，78

12．23

55．00

io円で購入できる栄養量

1継陣質1脂肪1獺暁シ1鉄IV・AIV，B・IV釧 算　出基準

市　　　販 乳1（鴫）1剰1蚤）臨）i（器）ll警）1（1猛）1。！誘）1。竪）1
夏00CCを22円として

市駆キムミノレ列64・i6・31α21叫2L6斡2131α・51卿1 2009を110円として

纈罵スキムミル列2・Ll19・51砿612刺6721α611h17h9・1 4509を80円として

一169一



日本総合愛育研究所紀要・ 第6集

第一部　保育所に於けるスキム　ルク使用の実態調査

1　緒

　スキムミルクが我が国の保育所でどの理度寒際に利用

されているか・利用されていない揚合は・どのような理由

によるか、利屠されている場合、どのような調理法が用

いられているか、使用上どのような点が長所或いは短所

と考えられているか・将来の給食計画に対しスキムミル

・クをどう考えるか等について、実態を把握したいと考え

て、下記の調査を実施した，

H　調査　方法
　「全国社会福祉名鑑」瓦o，によれば昭和40年に我が国には

約10300ヵ所の保育所があり、この中40％が公立、残り

が私立である。この漏、1026の保育所を対象に、質問紙

法により調査を実施した。回収率は第3表に示したが・

49・2％で505ヵ所の保育所の回答を得た。

　調査表への記入は約半数が保母、約％が園畏、約V7が

調理師によって行なわれている。

1，対象保育所の所在環境

皿　対象保育所についての叙述

　回答を得た保育所の分布は全国にわたっており・その

集計嫉北海道、東北、関東、中部、’近畿、中国、四国、

九州の8地区に分けて行なった。この中・公立の保育所が

約％・私立約％又所在環境は約半数が農業地帯・次が住

宅地区で20％・商業地区12躍となってお、り・少数だが漁・

工、．林、鉱業も含まれている。（第3．表）

2，対象保育所の保育児数

　対象保育所の託児数は第4表のようで、関東、中部、

北海道は61～100人の処が多く、その他は31～60人が多

い。全体的にみれぱ31～60、61～100人がそれぞれ40％

前後で全体の80％を占あ、30人以下と150人以上が5％

ずつであるご3才未溝児を預っていない処が、40％あっ

た◇

3。対象保育所の給食内容

　東北、四国、九州地区に1ヵ所ずつ給食を行なってい

ない保育所がみられたが、あとの保育所は何らかの形で

給食を行なっており、大部分は昼食と午後の間食を給食

している。（第5表）

　給食内容についてみると（第6表）主食を給食してい

る164の保育所の中・工60は主食と副食の両方を給食して

いるが、4保育所は主食とオヤツ又はミルクを給食して

いる。又全体の60％の保育所では副食だけしており、そ

第3表保育所の性格
　　　対象　公・私の別
回収率保育
　　　所数　公立　私立
（％）　　　（％）　（％）

所在環ド境（％）
住宅　商業　農業1工菜 鉱業　林業 漁業／その他

北　　　海　　　道 62．5
15

53．4 46．6 37．5 12．5 互8，7 6．3 12．5 0　、 0 皇2，5

・東　　　　　　北 48．6
35 57．主 42．9 罫L・7 22．Q 39．1 2．4 2．4 Q 0 2．4

関　　　　　　東 44．4
64

51．8 48．2 32．4 22，正 29．9 7．8 O 0 5．2 2．6

中　．　　　　部 46．8
125

79．8
2012

20．O 9．6 57．9 8．3 o 0．7 1．4 2．1

近　　　　　　畿 51．1
69

70．5 29．5 22．5 10．7 50．0 4．8 1．2 1．2 4．8 4．8

中　　　　　国 53．4
71

62．9 37．」 17．5 9．3 54．6 1．2 o 2．3 星0．5 4．6

57．9
55

78．4 21．6 8．1 6．5 64．5・116 1．6 3．2 9．7 4．8

九　　　　　　州 45．5
71

59．里 40．9 18．4 12．8 5里．3 1．2 2．3 2．3 8．2 3．5

計 14軌215・5167・4 13乞6
12L4 い2、415α214，5 ．2　　 ．一3』　5．3　　3．7
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第4表対象保育所の保育児数（実数）

3
才未［満　 3才以上

1．北　海道 0 2 9 4 0 5 5 2 3 0 0 2 2 10 L 0

2．束　　　北 0 15 12 P6　・ 2 里5 9 7 3 1 皇 6 12
・10

2 4

3．関　　　東 3 16 29 11 F4 20 21 10 5 7　［ 5 6 24 17 9 2

4．中’　部’ 4 一
3
1 52 28 9 62 40 17 2 3 7 19 27 36 26 9

5．近　　　畿 4 30 24 8 3 40 20 6 1 6 13 ！9 18 8 3

6．中　　　国 3 39 20 4 2 33 o 10 1 3 8 里9 22 吏5 2 2

7．四　　　国 ！O 27 12 4 2 L6 27 8 4 0 1L 里7 12 夏0 3 2

亀、九　　　州 i 42 18 6 4 U 3皇 20 7 2 2 24 26 n 4 2

以下 艸鮒丸2。12丸，。脱一

計 25　　202　　176　　　7皇　　　26　　202　　皇53　　　80　　　25　　　17　　　40　　106　　L44　　127　　　55　　　24

記入なし
23 4

第5表　現在給育を実施しているか否か

　　　　　　　（実数、カッコ内綴）

給食して
いる

北

東

関

中

近

㌧中

四

九

海　道　 15（皇QO）

　　北　 34（97．1）

　　東　63（100〉
　　部　　　125　（夏00）

　　畿　69（童OO）

　　国　70（【oo）
　　国　　　　54（98．2）

　　州　 70（98．6）

計 500（99．4）

給食して
いない

0　（0）

1（2．9）

O　（0）

0　（0）

O　（0）

o　（o〉

正（里．8）

i（1．4）

3（0．6）

記入なし

1 （産．6）

夏（1．4）

2（0，4）

第6表給食の仕方（実数、カッコ内％）

降日 時　々 まれに していない

昼の主食　164（32．2）

副　　、食　465（9夏．9）

午前のおやつ176（34．8）

午後のおやつ440（86．4）

38（7．4）

7（1．4）

聖3（2．6）

L2（2．4）

3！（6。1）

2（Q．4）

8（1．6）

2（O．4）

277（54，3）

32（6．3）

309（61．0）

55（LO．8）

の殆んどは毎日給食していた。副食の給食を全然してい

ない処は6％程度みられた。

午前のオヤツは与えていない処が61％を占め、時々或

いは稀に与えている処が4％程度あり、午後のオヤツは

10％を除く全部の保育所が与えており、しかも過半数の

保育所は毎日与えていた。

保育所給食に栄養の専門家はどの程度たずさわってい

るのか、保母が忙がしい保育業務の合間を縫って献立を

たてたり、簸付や配膳を手伝うばかりか、調理までしな

ければならない等という保育所は保育の面でも給食の面

でも支障をきたしやすいが、実際に各保育所でどのよう

な現状になっているのか、その結果を第7表に示した。

献立は42％の保育所では保母がたてており、次が調理

師で専門の栄養士による献立は8地区中では関東が最も

多く、20％みられた。

調理担当者は調理師が61％で第一位、これは当然であ

るが、保母が当っている処も12％みられ、特に保母に依

頼度の高い地区は中国、四国であった。

盛付、配膳は約半数の保育所では調理飾が、保母は穂

程度この業務に当っている。

以上の駆から約半数の保育所では給食貨任者は保母で

あるように思われる。それぞれの保育所による特殊性は

第了表職種別給食担当者（実数、カッコ内％）

献一立担当

調理担当
盛付担当
材料購入
会計礁務

1栄養士

67（12．2）

12　（2．3）

9　（1．7）

16　（3．3）

14　（3．0〉

調理節

194（35．3）

325　　（61，0）

276　　（50．9）

224　　（45，5）

87　　（18．6）

1保母
231　（42．0）

63　　（U．9）

144　　（26．5）

157　　（31．9）

27監（46．3）

調理補助

11　（2，0）

66（12．4）

59　　（LO．9）

28　（5．7）

3　（O．6）

礁務職員

9　（i．6）

2　（O．4）

3　（O．6）

2豆　（4．3）

67　　（K4，4）

iその弛

33　（6．9）

64　　（L2，0）

51　（9，4）

く6　（9．3）

∈0（17．1）

1記入なし

34　（6．7）

38　（7．5）

51　（10．夏）

56（n．1）

67（正3．3）
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あるであろうがよい給食を行う為には給食は一つの独立

した部門として保育担当者の助言を仰ぎ、密接な連絡を

とりながら大いにその能力を発揮する方向に進むべきで

あろう。

W　調査成績及び考察

　505の保育所中、500（99，4％）の保育所では前にも述

べたように昼食と午後の問食を給食していた。

1．　スキムミルクの使用状況

　給食を行なっている500カ所の保育所の中・約9110は

給食の一部としてスキムミルクを用いていた。

　スキムミルクを用いていない保育所は第8表に示した

ように55カ所（11．0％）で地域別にみると北海道には全

くみられず・その他の地区では9～15％がスキムミルク

を便っていない。関東、近畿地域ではスキムミルクを使

うていない保育所が比較的多かった。

　一方給食に於ける牛乳の使用状況をみると第9表のよ

うで、関東地区が37％で最も多く用いているが、近畿地

第8表　スキムミルクの使用状況

使用していない

区では9駕程度であまり牛乳を用いていない。九州地区

もスキムミルクの利用がやや低い割に牛乳の使用率が高

い事を示しているのをみると・恐らく関東・九州地区で

はスキムミルクを牛季しにかえた保育所が多いのではない

かと思われる。しかし近畿地区の場合には両者とも低位

を示しているので、副食に余程気をつけなけれぱ幼児の

成長発育に大切な蛋白質やCaの摂取置に問題があるの

ではないかと推察される。

2・　スキムミルクを用いていない時期及び理由

　スキムミルクを用いていない保育所の中、はじめから

用いていない所は第10表のようで・過半数を占めている

が、途中からやめた所が懸以上に及んでいる。

北　海
東

関

中

近

中

四

九

道

北

東

部

畿

国

国

州

使用している

実数
15

31

54

114

58

63

49

62

比率 実数 比率

第9表牛乳の使用状況（実数、カッコ内％）

計 446

毎日使っ
ている

北　　海

東

関

中

近

中

四

九

計
1夏・8（2L3）

時々使っ　使ってい
ている　　ない、

0　（0）

2（5．7）

8（12，3）

4（3，2）

o　（o）

1（1．4）

1（L．8）

6（8．4）

夏2（80．0）

22（62．8）

32（49，3）

94（74，6）

62（89．9）

58（81，6）

45（8L．9）

40（56．4）

22　（4，3）　365（72．O）

第10表　スキムミルクを用いていない55の保育所について

過去に於ける

使用の有無

用いていない理由

除前刺比 率

始めから用いていない
1 2g　I 52．7（％

前には用いていたが今は用いていない
1 2・1 36．4

無　回　答
1 61

10．9

特別の理由はない
1 221

40．0

牛乳が安く入手出来る
1 41

7．3

子供が喜ばない、牛乳を好む、残しが多い等
1 231

4監．8

下痢を起す、不消化、父兄が賛成しない等
i 161

29．1

手数がかかる、設備がない、入手に手数がかかる
1 1・1 18．2
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第11表　対象保育所で用いている燃料（実数、カッ冨内％）

北海道

東

関

中

近

中

四

九

北

東

部

畿

国

国

州

計

プロパソ
ガ　　　ス

5（26．3）

皇9（40．4）

31（39．2）

67（4【．3）

44（48．3）

58（63．7）

‘…3（62．2）

46（46，0）

3夏3（47，5）

ガ　ス

3（夏5．8）

4（8．5）

24（30，4）

：8（1疋，疋）

8（8．8〉

4（4．4）

1（更．5）

9（9．0）

7互（1G．8）

マ　キ

3（15，8）

ユ7（36．2）

17（2皇．5）

46（28．5）

30（33，0）

22（24．2）

17（24．6）

20（20．O）

172（26．1）

炭

4（8，5）

3（3，8）

ヱ5（9．3）

4（4．4）

3（3．3）

2（2．9）

5（5，0）

36（5．5）

石　油

3（6．4）

3（3．8）

2（i．2）

4（4．4）

2（2．2）

夏（1．5）

6（6，0）

21（3，2）

重　油

13（8，0）

2（2．2〉

4（5．8）

10（皇O．O）

29（4，4）

石炭
8（42。1）

重（置．3）

1（0．6）

3（3．0）

！3（2．o）

電　気

1（1，0）

L（O．2）

その他

オガライト
　1（正．i）

L（皇．5）

　　（o）

2（O．3）

　用いていない理由を特にあげていない22ヵ所と牛乳が

安く入手出来るという4ヵ所を除くと「子供が喜ばない」

「牛乳の方を好む」「残しが多い」等、スキムミルクの

風味に関する理由が過半数を占め、次に下痢、消化性、

父兄の態度に関するもの、第三は手数、設備、入手法に

関するものがあげられていた。

　風味の問題は一応さておくとしても、スキムミルクで

下痢を起すとか、不消化、父兄が賛成しない等の理由で

約30％（16ヵ所）の保育所が用いていないのは考え蓬せ

られる問題である。

　前にも述べたように過去のスキムミルクに対する嫌な

印象をもつ父兄や保育担当者の影響や暗示によるものが

多いのではないかと思われる。

　癖実保育所給食用．ミルクは日本児童福祉給食会がニユ

ージーラソドから購入し、4形ポソド（20259）入りの

ビニール袋で、それを厚手のボール箱につめて送られて

くる。大体15日以内で日本に曽き、到着したスキムミル

クはただちに横浜で細菌検査が行われ、保証されたもの

だけが保育所へ向けられる。細菌検査の後大体2週間で

各保育所に配布される。それ故に保育所の保管さえ上手

に行われていればスキムミルクには先ず問題がないよう

に思われる。

　スキムミルクそのものは本来牛乳を脱脂して粉末乾燥

したもので、これに豊富にビタミン類を添加して未熟児

用ミルクに使う蛮もある位消化のよい食品である。

　問題は保育所に於ける保管であるが、30人以上園児の

いる保育所ならば大体1箱が2～3日問で使えるので先

ず問題ないが、園児の少い施設や毎日スキムミルクを使

期しない施設では注意して保管しなければならない。ス

キムミルクは吸湿性が強いので、密閉できる大きな缶を

用意すること、使用した杓子はミルクの中に入れっ放し

にしないで、その都度煮沸消毒ずみの、よく乾いたもの

を用い、取り出したら、すぐフタをするようにする。

　給食設備については今回くわしい調査は出来なかった

が用いている燃麟について調べた結果（第11表）約半数

の保育所はブロパソガスで、26％もの保育所が今なお薪

を使っている。都市ガスは10％程度、他に石油、重油等

が5％程度になっている。

　これらの使用燃料から押して考え・ても多くの保育所の

給食設備の改善は急務のように思われる。

3．　スキムミルクの利用状況

　スキムミルクの使い方は第12表其示したが、毎日飲用

する所が最も多く72％になっており、次が時々料理材料

に使うというのが多くみられた。

　菓子の材料、バソに入れるという所もそれぞれ2％程

度あった。

　次に使用頻度の商い飲用、調理用について地域別にみ

ると（第13表）各地区共毎日飲用にしている所が約％を

占めており、中でも東北、四国、中国はこの比率が高い。

時々の飲用は北海道が高位で穂を占め、他は11～14％程

度であった。

　料理には北海道だけを例外にして、時々使う所が各地

とも約半数・使わない所が約穂を占め・料理に毎日用いる

所は極めて少ない。これは恐らく人手や設備によるもの

と思われるが、バソ食を好む子供が非常に多い現在、設

備の改善と共にスキムミルクを大幅にとり入れたパン食

にふさわしい副食献立が数多く作られ、給食されるよう

工夫してゆきたいものである。

　　第12表スキムミルクの利用状況（実数）

殆んど毎時　々
日

まれに随ない

飲　　　　用

料理の材料
菓子の材料
パンに入れる

368

25

LO

lO

70

234

95

47

2
7
8
5
3
2
0

65』

168

347

428
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第13表　地域別の利用状況（％）

飲 用 料 理 用

北

東

関

中

近

中

四

九

海　　道

　　　北

　　　東

　　　部

　　　畿

　　　国

　　　国

　　　州

60．0

77．1

70．2

73．6

69．6

74．5

78．2

7皇．8

33．0

11．4

14，1

14．4

13．0

11．3

12．マ

14．1

　0

2．9

1，6

　0

　0

　0

　0

　0

6．7

8．6

14．1

夏2．0

皇7．4

夏4．1

9．1

里4．1

6．7

　0

6，2

4，8

4，4

8．4

1．8

5，6

86，6

48．5

39．1

44．0

42．0
45．夏

6畏．9

40．9

　0

28．6

重4．1

里7．6

iQ．1

正5．5

9．1

互9．7

6．7

22．9

40．6

33．6

43．5

3旦．0

27．2

33．8

第14表飲用時の条件と好き嫌い

濃
度

味

香

温

度

濃く　と　く

うすくとく

甘味をつける

香りをつける

熱くする
さ　め　る

冷たくする

喜こんで飲む1　嫌　が　る

典数

92

54

348

221

246

73

止6夏

1牌黙
。20．6％　　　24

12．

77。8

49，5

55．1

15．4

36．1

28

3

5

17

25

15

比率

5．4％

6．3

0．7

3．8

5．5

3．4

4．　スキムミルクを飲用にした時の子供の

　　受容態度

　今回調査した約半数の保育所はスキムミルクを時々調

理用として使うと答えていたが、毎日調理用に使ってい

ると答えた所は5％にしかすぎなかった。

　調理に使った時の手数や一回の献立に入れられる分量

はせいぜい109位迄が限度であること等を考え合わせ

ると給食用としては欲用にするのが最も適当だと思われ

る。

。飲物としズのスキムミルクは風味の点で牛乳に劣る

が、少しでもおいしく飲珍る方法を見出したいと考え、

稀釈濃度、味や香りの附加、供食時の濃度等からその検

討を行なった。

　その結果（第14表）甘味をつけたもの、香りをつけた

もの、供食温度の高いもの、冷たいものの順に喜んで飲

む率が商く・乳汁の味や香り・温度が受容に関係の深い

礁を示している。

　濃度はうすいものより濃いものの方が喜ばれる率が高

いが、嫌われる事はほぽ同率であった。

　味や香りをつ酵たものは嫌われる礁が極めて少なく、

温度ではさめたものの嫌われる率が幾分高い。

　当研究所附属のナースリーで3～4才の幼児に間食の

一部として温度、甘味度の異った牛乳、全脂粉乳、脱膳

紛乳2種（市販と給食用）それぞれ150ccを与えたとこ

ろ4レ、約半数は乳の種類、濃度、甘味度の如何にかかわ

らず全部飲用し・約半数は数回の残しを示したが、乳砂

種類、甘味度、温度等による違いは明かでなかった。、

　飲用時の味、香りづけに用いた亦があるとしてあげら

れた調味料及ぴ香料は30種余りにのぽり、この中使用頻

度の高いものとしては砂糖、ココア、コーヒ」㌦ジュー

ス等があげられ、後の三者が特に喜ばれたという頻度が

高かった。

5，スキムミルクに関する風評とこれに対する

　　保育者の考え方

　給食用スキムミルクについては、レば．しばその栄養価、

消化性、消化器に対する影響等に関係のある風評に接す

る。保育者がこのような風評を聞いた事があるか、、もし

聞いた場合、それをどのように受け止めているかは恐ら

く保育所に於けるスキムミルクの利用度に関係し、又保

育所児のスキムミルク受容態度にも影響を及ぽすものと

思われる。

　スキムミルクに不利だと思われる風評4項目について

保育者の経験は第工5表のようで、保育者の約麺はr下痢

を起す」という風評を聞いており、％前後は「栄養にな

らない」rビタミソ類が少ない』「消化が悪い」等の凄を

聞いている。そしてその通りであると信じている者は

，「ビタミン類が少ない」については過半数に上り「消化

が悪い」「下痢を起す』で穂、「栄養にならない」で％を

占めている。

　対象全保育者中、これらの風評を信じている者の比率

は5～20％となる。
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第15表　スキムミルクに関する風評とこれに対する保育者の考え方

l　　　　　　l I　　　　　l l　　　　　l
栄養にならない

ビタミン類が少ない

消化が悪い

下痢を起こす

45　　　8．9（％）

62　　　　12．3

68　　　　13．5

181　　　　　35．8

920．0（％）
39　　　　62，8

27　　　　　39．7

62　　　　　29．2

27

74

45

95

5，3（％）

14．7　、

8，9

18．6

　我が国で給食が開始された当時のスキムミルクには包

装の不完全なもの、長期にわたる保存が適当でなかった

もの等があり、それに加えて当凄者もその取扱いに不慣

れだった為、配給されてから後の保存や調理法、供食法

にも適正を欠く凄が多かった瑛は麟実である。しかしそ

の後、品質は改善され、取扱いの技術も研究され、スキ

ムミルクの栄養価、保存や調理、供食に関する指導も強

力に行なわれた筈であるが、尚このような回答のみられ

た事は考慮に値する。

6．スキムミルクについての保育当事者の感想

　上述のスキムミルクに対する風訴は那として、実際呼

スキムミルクを使用している者がそれに対してどのよう

に考えているかを第16表に示した。

　スキムミルクの良い面として価格、保存性、使用範囲

が広い事、等があげられ、欠点としては味、匂、舌ざわり

溶けにくい、保存しにくい、手数を考えると安くない、

等があげられた。

　もちがよくて便利というのと、反対に保存がしにくい

という椙反する回答があったが・前者38・5％に対し後者

6．9％であらたので、保存しにくいと答えた保育所では

スキムミルク保存の管理が悪いのではないかと考える。

短所の中、特に問題になったのは味と匂の意である。

第1了表今後の使周に対する考え

今後も続けて使う

今後は使わない

そ

の

理

由

値段は商くても牛乳を使
う方がよい

経済がゆるせば牛乳に切
りかえたい

下痢など起さないことが
はっきりすれば使う

栄養のあることがはっき
り、すれば使う

保育所
数

382

4夏

26

比率

75．6％

8．L

63．4

2．4

手数がかからずおいしい
使レ、方があれはr使う

2，4

一無　　回　　答 82い臥2

第16表スキムミルクに対する保育当礁者の感想

実数 比率

長
　
所

値段は高くない

割に、もちがよくて便利

用途が広く使える

200

L72

L84

（％

44．8

38．5

4正，2

短
　
　
　
所

味が悪い

匂が悪い

舌ざわりが悪い

保存がしにくい

すぐ湿けて使胴しにくい

k37

豆95

52

3皇

49

30．7

43．6

n．6

6．9

n．o

7．　スキムミルクの今後の使用に対する考え

　今後、保育所の給食にスキムミルクを使用するかどう

かについて聞いた結果は第17表のようで、約76％の保責

所は今後も使うと答えており、又使わないと言っている

所でも下痢、栄養、調理等の問題が解決すれぱ使う意向

を表示している。

　スキムミルクに関する各種栄養調査成績1重，工班銅0から

少くともスキムミルクの栄養組成上からは、これが栄養

上に果す役割の大きい礁は充分理解できる。

　又今回の調査成績からスキムミルクが必ずしも保育所

児に強く嫌われておらず、調理、供食の工夫により受容

性を高め得ると考えられる。
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V　総括及び結論

　我が国保育所に於けるスキムミルク使用の災態調査を

全保育所数の％に当る1026ヵ所に対し、質問紙法により

実施した。

　回答を得た505保育所（回収率49，2％・全保育所に対

する比率4．9％）について集計した結果次の成績を得た。

　1．何らかの形で給食を実施している所は505保育所

中500ヵ所（99．4％）であった。

　2，給食にスキムミルクを利用している所は446カ所

（88．3％）であった。

　3，スキムミルクを用いない理由の主なものは風味、

次に下痢、手数、設備の順であった。

　4，　この保育所の約73％はスキムミルクを飲用に毎日

用いていた0

　5．子供に喜ばれる乳汁としては甘味をつける、熱く

する・香りをつける・冷たくする等であった。

　6．飲用時の味、香りつけに用いられた調味料及び香

料の種類は30種余りにのぼり、この中使用頻度の高いも

のは砂糖、富コア、コーヒrジュース等である。後の

三者が特に喜ぱれた。

　7，保育者の約％はスキムミルクについて「下痢を起

す』という風評を聞いており、漏前後は「栄養にならな

い」〔ビタミソ類が少ない』r消化が悪い」等の事を聞い

ている。これらの風評を信じている者は、「ビタミソ類

が少ない」については過半数に上り、「消化が悪い」「下

痢を起す」で％「栄養にならない」で％を占めていた。

　8．　スキムミルクについての保育当蛮者の感想は、良

い点として価格、保存性、使用範囲が広いこと、欠点と

しては味、匂、舌ざわり、溶解度、作る手数等があげら

れている。

　9．スキムミルクの今後の使用については、約76％の

保育所がpositiveの回答をしている。又uegativeの

態度を示した保育所の中2～3の保育所は不痢・栄養、

調理面の問題が解決すれば使う意向を示していな。

第二部　給食用スキムミルクの栄養学的検討

1　緒

　スキムミルクはその組成の上からすぐれた蛋白質、カ

ルシウム、ビタミソBh　Bz源である事は明らかであり各

種動物実験でも蛋自質の1つとして用いられ15〕161耳7㌧幼

動物の発育にすぐれた成績を示す騨8⊃19も知られてい

る。

　しかし前述したようにスキムミルクに関する風評の中

でr栄養にならない」rビタミソが少ない』1等という栄

養価に関するものが多く、給食用スキムミールクに対する

不信感が相当に流布されていること、又給食用スキムミ

ルクは市販のスキムミルクに比べて風味は幾分劣り、溶

解性も低い等の理由から、栄養価についても若干の違や

があるのではないかという危倶の念がみられたので、両

者の栄養試験を行ない、差異がないかどうかを比較検討

しておくことは、給食用スキムミルクが保育所給食で現

在広範囲に用いられており、今後も引き続いて使用され

る見通しにある以上、重要なことだと考えて、、以下の動

物実験を行なった。

H　研　究　方法

1．栄養分析

　給食用スキムミルク、市販スキムミルク中の蛋白質、

乳糖・カルシウム、ビタミンB1、B2についての分析値は

第18表のようである。この表にみられるように給食用ス

キムミルクは市販スキムミルクに劣らぬよい数値を示し

ている。

2．動物実験

（1）試験試料

　飼料の蛋白源として給食用スキムミル久市販スキム

ミルク、カゼイソの3種類を用いた。

給食用スキムミルク；

　日本児童福祉給食会から供与された。

　スキムミルクの輸送経路、包装状態、品質検査につい
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水　野他＝スキAミルクに関する研究

第置8表　スキムミルク1009中の蛋白質、乳糖、カルシウム、ビタミソB・、既含量

種 別

　給食用スキムミルク

　市販スキムミノレク

※スキ4ミルク

蛋　白　質
　　　（9）

38．25

32．52

34．8

乳 糖
（9）

43，2皇

57．8夏

52．2

カルシウム
　　　（㎎）

L472．7

1324．4

L200

ビ　　タ ソ

Bエ（㎎）

0．294

0，276

0．30

㌦　（㎎）

．766

．675

．60

　　※　食品成分表値

ては前述の通りである。

市販スキムミルク＝

　A社製の国産スキムミルクで4009入りのボール箱製

を用いた。当該会社によれば、本製品は溶解性を増す為

の特殊操作が製造過程に加えられているだけで・添加物

を含まず、栄養的には純スキム『ミルクと全く同一である。

カゼイン；

　比較の対象として精製カゼインを用いた。

（2）飼料配合

　蛋白質一飼料の蛋白質レベルは10％とし、窒素の実測

値にもとづい「て配合した。

　Ca一飼料の蛋白質レベルを10％にした場合の飴含有

量は給食用スキムミルク群0．3859／1009、市販スキム

・ミルク群0．4709／1009となり、両群とも既に白鼠の至

適Ca量20，（白鼠の至適Ca量0・209！1009）　を越える

ので、この両群にはCa添加を行わず、カゼイソ群にだ

け給食用スキムミルク群と等しくなるよう乳酸カルシウ

ムを加えた。

　V・B2一実測値にもと李き3群とも同量になるようV

・B2の添加を加減した。

　その他のビタミン及び脂肪はβ群に同量加えた。

　3群の飼料配合は第19表の通りで喬るo

（3）試験動物

　体重309前後の離乳直後のWistar系、雄の白鼠を用

い8匹ずつ3群に分け、実験開始時からそれぞれの試験

飼料をad・1めに与え・恒温・恒湿の環境下で一匹飼いに

し・8週間飼育した。隔日に体重と摂取飼料量を計った。

　実験闘始後2週目及び5週目に各群より3匹ずつにつ

き窒素及びV・B2の48時間出納試験を行なったo飼育終

第19表　飼料組成（錫料皇OO9当りの9）

給食群 市販群 カゼイン群

給食用スキムミルク 26．夏44

市販スキムミルク 30，750

カ　　ゼ　　イ　　ソ U，220

大　　豆　　油 7．（㏄ 7．α）0 7．（X）O

無　機　塩、類 2，520 2，520 5，480

ビタ　　ソ類 Q，040 0，040 0，041

α一トウモロ詮シ
澱粉 59，690 64，295 76，259

了時に断頭し、　1側の大腿骨及び脛骨をとり出してCa

の誤聾定に供した。

（4）栄養価の評価法

　各群飼料の栄養価の評価は次のような観点から行なっ

た。

・動物の一般健康状態

・体重発育一体重測定は19感度2㎏秤りを用いて測定

。飼料効率一飼料19当りの体重増加量

。蛋白質効率一蛋白質19当りの体重増加量

・窒素蓄積量一マクロ及びミクロキールダール窒素定量

　　法セこより測定

　「窒素蓄積量」＝摂取窒素量一（尿中窒素＋糞中窒素）

　ビタミンB2出納一ノレミ7ラビソ法により濠Ij定

　「V・B2出納」記摂取V。B2量一（尿中V。税十糞中V・B2）

・大腿骨、脛骨の長さ一〇．005c皿感度のキャリバーで測

　定
・骨重量一脱矧旨骨重量を漫唖定

・骨中の灰分及びCa含猛一灰分は常法、Caは過マγガ

　　ン酸カリウム容量法を用いて測定

皿　研究結果及び考察

1。　一般健康状態

給食スキムミルク群（以下給食群と略称）は全対象カミ

実験終了時まで、順調な発育と良好な健康状態を保ち、

3群中最も体毛も密で・毛のつやもよく・行動も活発で

あった。市販スキムミルク群（以下市販群と略称）には
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第20表累積体重増加量

初体　重
　　　（9）’

体　　重　　増　　加　　量　　（9）

第1週目 第2週目 第3週目 第5週目 第7週目

給　　食　　群

市　　販　　群

カゼイン群

31．6±3．3

33，0土2．4

32．8±1，7

24．1±2．5

20．5±7，8

20．8土4，6

5Q．7±3，3

45．6土7，6

42．6」＝6．O

75．8±7，8

66．9±15，2

60．7±7，4

143．3±8．8

夏30．6±19．2

n9．2±9．2

L95．5±11．8

184．2±21．3

『167．7圭9．3

第21表累積飼料摂取量（9）
第1週目 第2週目 第3週目 第5週目 第7週目

給　　　食　　　群

市　　　販　　　群

カ　ゼ　イ　ソ　群

51．0±4．9

49．2土1し．5

48．0±4，0

L26，0士6．8

127．9±し7．5

119。2±9．4

224．3士12，3

2L5．5土30．6

206．6土14．6

462．4±20．9

430．5士53．2

引7，6±25．4

748．2±26．0

708。Q士60．2

685．6±25．6

第22表累積蛋白質効率

給

市

食　　群

販　　群

カ　ゼイ　ソ群

第夏週目

4．76＝ヒ0．54

3，98±1．04

3．9夏＝ヒ0．77

第2週目

4．03士0，28

3．59±0．45

3．36±0．34

第3週目

3．37±O．26

3．08＝ヒ0．64

2．92土0．24

第5週目

3．11＝ヒO．20

3．OL±0．i3

2．85＝ヒO．11

第7週目

2。62±0，L7

2，64±＝0，L2．

2，・47±0，L3－

解剖により肺炎と診断された3例の死亡と1例の発育不

良がみられたが、生き残った4例は給食群に劣らぬ良好

な発育と健康を示した。カゼイソ群の発育、健康状態は

3群中最も劣ったが、3例の発育不良を除き残りは一応

健康状態を保った。

2，　体重発育、飼料効率、蛋白質効率

　各群の体重発育を腹毎に比較すると、同腹鼠8紀中5

組において給食群が最高位を占め・3組において中位を

占めた。カゼイン群は6組において最下位をとり、中位

を示した2紀の中、1組は途中から最下位に移った。

　従って市販群では3組が上位、3縄が中位、2組が下位

を占めた。3群の累積体重増加置は第20表の通りで・給

食群が第1週目から他の2群に比べて、すぐれた発育を

示し最後まで優位を保った。市販群は最後まで健康だっ

た4例について集計したが・第1週及び第2週はカゼイ

ソ群とほぽ同程度の増加、それ以後は次第にカゼイソ群

をはなして最終的には、かなり給食群に近づいた。カゼイ

ソ群の体重発育は最も劣ったが・最後まで・一応増加の

傾向をたどった。このような体重発育における3群間の

相違の一部は第21表にみられるように飼料摂取量の多寡

に帰する蛮ができるよちに思う。しかし第1週及び第2

週における飼料摂取量は8群間の相違が殆んどないにも

かかわらず、その発育量には、すでにある程度の差が生じ

ている・これはこの時期における飼料効率・蛋白質効率

の相違に現われている。これが何に由来するかについて

現在考えられるものに蛋白質及び乳糖などがある。スキ

ムミルク中の蛋白質はカゼインの他にアルブミソ、少量

のグロブリソを含む。これがスキムミルク蛋白質効率の

優位性にどの程度あずかり得るか、現在までの資料には

正負両者鋤鋤鋤24，があり、速断は許されない。

　各群飼料は同一の蛋白質レペルを持つので、蛋白質効

率は飼料効率と全く平行する。各週毎に累積されだ蛋白

質効率は第22表のようで、スキムミルク、殊に給食群が最

も高く、カゼイソ群カミ最も低レ、。　ことセこ発育初期セこおレ、

てその傾向が署しい。週齢と共に何れの場合も蛋白質効

率は低下する。

3．　窒素出納試験

第1回（飼育第2週目）及び第2回（飼育第5週目）

に行われた48時問の窒素出納試験成績を24時間単位ヒし

て第23表に示す。　（以下みかけの吸収・みかけの蓄積な
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第23表　第　回及び2回目の窒素代謝成績（24時間平均）

窒素 窒素排泄量 （㎎） 窒素吸収 保 留　窒素
摂取量

（㎎）
糞　便　　尿 計 吸収量

（㎎）

比　率
（％）

保留

　（㎎）

　　摂取量に吸収母に
窒素量対する割対する響
　　合　（％）合　（％

　第
（1

給　食　群 72．5
　土2．7

148．4

　±15．8

里9．0　　34．0

　±8，0　　±7．8
53．0
　±2，3

129．3

　±23．4
86．5
　±6．6

95．4
　±16．6

1
6

皇．5　　73．9’

　±2．9　　±4，8

2回
週目
間代

市　販　群 73．0
　±4．4

i57．4

　±2．0
17．0　　38，9
　±4．聖　　止5．7

55．9
　±2，1

140．4

　士5．9
89．2
　±2，正

lO1．5

　±O．6
64．5　　72．3
　±2．7　　＝ヒ1．5

目謝
）

カゼイソ群 64．2
　±0．6

聖21．8

　±2．7
　　　36．05，6±4．7
　　　　±7．6

41．6
　±H．9

H6．2
　±4．1

95．4
　土3．9

80．2
　±n．7

65．9　　69．0
　±4．8　　±9．6

　第
（2

給　食　群
L66，7

　±12．2
250．4、

　±6．7
41．3　　83，6
　圭17，2　　±6．Q

124．9』

　由23．2
209．2

　±13，6

83，2　　・1

　±6．6
E25．6

　±14．5
50．4　　60．O
　±4，8　　土4．0

5回

週目
間代

市　販　群
164．3

　士9．5
209．5

　±7．2
19，3　　62．5
　±5．9　　士8．2

8夏．8

　±9，7
190．3

　±4．2
90．9
　士2．6

127．9

　士L2，4
61，0　　67．2
　±4．5　　±4．8

目謝
） カゼイン群

L44．5

　±3．5
2U．1
　±L3，1

13，8　　8L．7
　±7．2　　±3．9

95．5
　土4．7

197．4

　±皇6．4
93．7
　±3，0

U5，6
　±亙6．8

54．6　　58．5
　±5．5　　±8．夏

どの言葉を単に吸収、蓄積と表現する）

　第1回、第2回とも同一白鼠が用いられたが、この間

に給食群、市販群、カゼイ、ン群はそれぞれ94．2、91．3、

80．39の体重増加を示した。第1回試験の各群の窒素摂

取量は体重にほぽ比例し、市販群、給食群、カゼイソ群

の順であった。これに対する尿中窒素排泄量は、給食群

市阪群、カゼイソ群の順で｛カゼイソ群に箸しく少な

い。窒素吸収絶対猛は市販群、給食群、カゼイソ群の順

であるが、吸収率はカゼイン群が最高で、95％余、結食

群が最低で86％余であった。（これは摂取量が少ない場

合には利用率が高まる生物の補償作用によって一部説明

されるであろう。）尿中窒素排泄量は市販群、カゼイソ

群、給食群の順であるが、各群間に大差がない。

　窒素摂取から尿及び尿中排泄の窒素猛を差引いたみか

けの窒素蓄積量は市販群、給食群は約100㎎でほぽ同量

カゼイン群はこれより20㎎少ない。摂取量に対する蓄積

率に約64勿、吸収量に対する比率は72％で各群間に大差

がなかった。

　第2回目の窒素出納試験では、給食群が平均体璽も窒

素摂取量も最も大きかったが、市販群ζカゼイン群は体

重の著しい相違にもかかわらず、窒素摂取量は、ほぽ同燈

だった。旅中窒素排泄量は給食群に著しく多く、従って

83％の低い吸収率を示した。市阪群とカゼイン群は90％

余の吸収率であった。しかし給食群は摂取量そのものが

多かったので、吸収の絶対量は最高であ？た。

　尿中窒素排泄量は今回は前回と逆で、市販群は最も少

蓼く約63mg、他の2群は80㎎余でほほr同量であった。窒

素蓄稜量は今回も給食群、市販群ほぽ同置で130㎎余、

カゼイソ群はこれより10㎎少なかった。窒素摂取量及び

吸収量に対する蓄稜比率は両者とも市販群が最高で、そ

れぞれ6工％及び67％、給食群、カゼイソ群は50～60％を

示した。これら2回にわたる窒素出納試験の成績は必ず

しも発育初期にみられた給食群の特にすぐれた体重増

加、高い飼料効率や蛋白質効率を説明するようにはみえ

ない。しかし市販群には死亡例が多かった為・生き残っ

た体格のすぐれた個体が出納試験の対象として用いられ

たので・この礁が出納試験成績に一部関係しているかも

知れない。少なくとも給食用スキムミルクに含まれる蛋

白質が窒素代謝の上からも市販スキムミルク中の蛋自質

に劣らないと考える事が出来る。

4．　ビタミンB2出納試験

　第1回及び第2回の出納試験におけるV・B2の摂取量

に対する廉及び尿中排泄量は第24表のようである。第1

回目出納試験時のV・B2摂取量は給食、市販両群間に殆

んど差がなく約200r、排泄量も殆んど同量で摂取量の13

％前後であった。

　第2回目のV・B2摂取盤は給食群にやや多く300r、

市販群、カゼイソ群は26Dr強で、これに対する排泄量

は給食群のみ3工％、他の2群は10％前後であった。1

　V・B2摂取量から排泄量を引いたものを一応消費置と

みなすと、これは第1回目は給食、市販群殆んど変わり

なく工65r前後、第2回目は3群210～240rでほぼ同量

であった。腸内細菌の合成を考えに入れなければ各群と

もほぽ同量に消費されているものと考え5れる。
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第24表　第1回及び2回目のビタミンB2出納試験成績（24時間平均）

　　　　V・B2平均体重
　　　　　摂取量

　（9）　　（r）

　　　V。B2排泄量（r）　　　　摂取猛
　　　　　　　　　　　　　　　　　排泄猛
糞便中1尿中1計騰騒対（，）

　第　　給　　食　　群
（皇
2回

週目　　市　　 販　　　群　　73．O±4．4
間代
目謝

）　 カゼイソ群　64．2土O．6

　　　　夏80．6　　　12．44　　　　　　　　　 22，00　　　吏2．20　　　皇64．00
72，5±2．7　　　　　　　　　　　　　　　　　　9，56±1．QL
　　　　　　±20．9　　　　まヒ3，07　　　　　　　　　　　　　土4．31　　　　ゴ＝3．5亙　　　±24，正O

　　　　10，塾2　　　　L9．L4　　　　29．26　　　　里4．78　　　　i68．07
皇97．5±2．5
　　　　　　±2．70　　　±皇更．OL　　　±8．57　　　＝ヒ4．皇7　　　±6，1i

　　　　　　　　　正O．87　　　　14．27　　　　　　　　　　　　　聖38，40
152．5±3．43．40±3，99　　　　　　　　　　　　　　　　　9．34±6．86
　　　　　　　　　　＝ヒ8．OL　　　±皇O．59　　　　　　　　　　±1k．12

　第
（2
5回
週目
間代
目謝

給 食 群
L66．7
　　　　3L4．O土8．5　　士L2．2

27．44

　±12．18
71．06

　±40．66
98．50

　±44，90

3【，08

　±13．28
2藍5．51

　±38．14

市 販 群 164．3±9，5262．5±9，0
L2．55

　　±4．42

15．87

　±io．68
28．42
　　土9．67

皇O．91

　　±3．95

234．25

　±良6．88

カ ゼ イ ン！ 群 　　　　264．5144，5±3，5
　　　　　　土16，4

7．65±4．1C
18．12
　圭正O，03

25．77
　±L4，0ε

9．50」＝4．69
238．91

　±IO，20

第25表大腿骨及び麗骨の長さ、重量、灰分及びカルシウム含量

響讐隣轟一灘輪噛噛脅1膏
給 食 群

241．3

　±L2．6

3588

　±正84
3，224　　3，643　　0．6271

±0，043　±Q．067±0，0324
370±16 59．0

　　　206±13　±0，5
55．9
　土1．5

市 販 群 252．2

　±7．3

3897

　±366
3．277　　3，716　　0。6642

±0．058　±0．047±Q．0490
399±39 58．3

　　　203士13　±0，9
51．2
　±2．0

5．8±Q．6

5．3±Q．4

カゼイ
　　　209．8　　　3195　　　　3．030　　　3．471　　　0．538皇　　　　　　　　　　57．1
ソ群　土25．3士182±0．045±O．Q28士0．0287323土18　蜘5L80±6

55．8
　　　5．7土0．5　±2．9

5．　骨中のCa及ぴ灰分に対する飼料の影響

　スキムミルクにCa含量の高い富はその栄養的特性の

1つである。その体内利用状態をみる為に飼育試験8週

目に代謝に用いた各群3匹（但し・市販群の1匹は肺炎

病死の為・入れなかった）ずつの動物の1側の大腿骨・

脛骨の長さ、重猛、脱脂骨舷歴、灰分及び（）a含量を測

定した。その結果は第25表の通りである。

　たまたま市販群では死亡例が多く・生き残って骨検索

に用いられたのは、体格の大きいものぱかりであり、ま

た給食群で出納試験に用いられた3匹の中2匹はその後

の発育が同群中の他のものより劣り、従って体格の小さ

い2匹が骨検索に加わる事になった。

　大腿骨・脛骨の畏さ・乾燥脱脂骨の重猛・灰分及びCa

盈はカゼイン群が有意の差で両スキムミルク群より小さ

いo

　一般に蛋白質％，、V・D．鋤、乳糖271はCa利用率を高

めるといわれている。この中、カゼイン群が他の2群と

異なるのは体重の項でも述べたように蛋白質組成と乳糖

である。これらの何れがここにみられるような骨発達の

差を招いたものが、或いは身体発育の差が二次的に骨発

達の差を招いたものか開らかでない。しかし何れにして

もカゼイソ群の骨の発達は体重の小さい瑛と関係するも

のと思われる。試みに体重1do9当たりで比較すると、

第26表のようになり・骨の長さではむしろカゼイソ群が

最大、乾燥脱脂骨垂量、灰分、Ca量は3群とも大体等

値をとった。

　2つのスキムミルク群間には有意差はないが、わずか

ながらCa量以外は常に市販群が上位を示した。これは

前述したように測定に供された市販群の個体の体格が特

に大きかった察に一因を求める楽ができるように思う。

但し骨中Ca蓄積量だけはCa摂取量が市販群に多かっ

たにもかかわらず、両スキムミルク群殆んど同値を示し

た。8週間の聞に摂取された総Caの中、ユ側の足に沈

着されたCa量は、摂取猛の5～6％で、蓄積比率は市

販群が最低であった。乾燥脱脂骨に対する灰分含有比率
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第26表，体璽1009当りの大腿骨及び脛骨の畏さ、重髭、灰分及びカルシウム含量

給　　食　　群

市　　販　　群

カ　ゼ　イ　ソ　群

骨　　　　長（cm）

大　腿　骨

皇．34＝ヒQ．15

．30±0．02

，45±O．07

脛　　　骨

1．5正±0．17

【，37土0，07

重．67＝ヒ0．08

乾燥脱月旨骨重量

（9）

0．26±0，03

O．26ゴヒ0．OL

0．26＝ヒO．O夏

灰　　　分

（㎎）

夏54±13

158±皇2

154土9

カルシウム

（㎎）

85±9

81±4

85±7

は3群間に大きな差はみられないが、給食群、市販群、

カゼイソ群の順に高かった。また灰分のCa含有率は市

販群が有意差をもって絵食群、カゼイγ群より低かっ

た。一応この低値も正常範囲には入るが・市販スキムミ

ルクそのもののCa含有率が高く、従ってこの群のCa

摂取猛も最大であったにもかかわらず骨灰分のCa含有

率が最低を示したのぱ何によるものか、またこれが骨組

成長とどのような意味を持ち得るかは今後の検討に待た

ねばならない。

　給食用スキムミルクのCaが対照食や市販のスキムミ

ルクのCaに劣らず有効に利用されている察は、以上の

成績から明らがである。

】V　総括及び結論

　給食用スキムミルクの栄養価、特に良質蛋白質、Ca、

V・B2源としての璽要性から、これら3要素に重点をお

き、発育との関係を追求する為、幼動物を用いてその栄

養価値を検討した。

　比較の対象としては、市販スキムミルク及びカゼイソド

を用い飼料の蛋白レベルは10％におさえた。

離乳直後のWistar系白鼠を同腹組合せで、1群8匹

とし8週間ad・11b　feeding飼育を行ない、　1日おきに

体重と飼料摂取量を測是した。

　また実験開始後、2週目と5週目に窒素とV・B2出納

試験を行ないbまた飼料中のCaの利用率をみる為に実

験終了の8週目に1側の大腿骨、脛骨の骨長・乾燥脱脂

骨の重量、灰分、Ca含量を測定し、次の結果を得た。

　1．一般健康状態についてみると・給食群は全部体毛

が密で、良好な発育と健旗状態を未した。市販群は3例

の死亡（肺炎による）1匹の発育不良を除き、他の4匹

は給食群に劣らぬ発育を示した。カゼイソ群の発育は群

中最も劣った。下痢はξの群にも全くみられなかった。

　2、　体重発育、蛋白質効率は8週目迄、常に給食群が

最高位を示し、カゼイソ群が最低値を示した。

　3，　窒素出納は3群とも強い正の平衡を示し、殊に飼

料摂取の少ないカゼイン群は高い蓄積率を示した。しか

し窒素蓄積の絶対量は飼料摂取の多い給食、市販両スキ

ムミノレク群に大きカ・った。

　4．　V・B2出納試験では摂取量と尿中排泄量との差を

一応体内におけるV’・B2消費量とみなすと・3群ほぽ同

量の消費を示した。

　5．　骨の長さ、重最はカゼイソ群がスキムミルク群に

’比べて劣ったが、2種のスキムミルク群間では差はみら

れなかった。摂取されたCa中、1側の脚骨に蓄積され

たCa猛は、給食群が最高、カゼイン群が最低で、摂取

量の5～6％であらた。骨灰分に対するCaの比率は市

販群が最低、給食及びカゼイン群に比べて有意性をもっ

て低かった◇

　本研究に対し・日本児童福祉給食会から研究費の御援

助をいただきました。ここに深く御礼申上げます。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　Study　of　Skimmed　Milk

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dept、4　　　　　Kiyoko　MizunQ，Akiko　Ito

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sh玉zuko　Mut6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aiiku　Hospital　　Jushich貢ro　NaitQ

Part　I　＝　“Survey　Qn　status　of　skim恥ed　milk　cQnsumption　in　nursery　school”

　　A　survey　concemlng　the　skimmed　mllk　utilizatio駐was　carried　out　by　tbe　questionaire　metho¢

on　1026　nurseries　randomly　chosen，that　is，one　tenth　of　totaL　nurseries　i駄　Japan　in　1968，　The　re・

coverywas49，2％，

　　尊ursery　lunch　was　served　at994髪of　the　nurseries　surveyed，88％of　them　using　skimmed　mi夏k

asaypartofmenu・
　　The　reasons　for　not　us互ng　it　were　its且avor慶a　fear　of　diarrbea，　and　troublesomeness　of　cookihg

procedure，

　　About70％of　the　nuコrseries　using　it　serve　it　as　drinks　and　there　were　more　thεln　30　kinds

flavoring　for　whlch　sugar，cocQa，coffee　and∫ruit　were　used　with　the　high　frequency、The　ch重idren

liked　the　sweetene（L　flavoredr　hot　or　cold　milk　better　than　plain　or　IukeΨarm　milk．One　third　Qま

nursery　personnels　repQrted　t血at　they　were　i鳳formed　of　unfavorable　reputation　On　skimmed　milk　and

one　half　of　them　believed　it．

　　Two　thirds　of　the　nurseries　gave　the　positive　answer　in　regard　to　the　future　use　of　skimmed

milk　and　those　who　gave　the　negative　answer　shQwed　their　incUnat玉on　to　use玉tjf　the　above

mentloned　unfavorable　informations　were　straightened　out，

Part　II：‘‘Nutritional　study・on　skimmed　and　dehydrated　mi夏k　used乏or　nursery　schooUunch”，

　　Three　groups　of　young　rats　were　fed　on　three　k貢nds　of　experimental　diet手or8weeks．　Diet

for　the丘rst　group　contained　sklmmcd　a旦d　dehydrated　milk　ordinary　used　for　school　lunch（SL），for

t赴e　second　group　marketted　skimmed　and　dehydrated　milk　with，special　treatment　for　solubility．

（MK）was　used，and　the　diet　fQr　the　third　group　coutained　casei肱as　the　protein　source　at　the10％

1eveL

　　The　weight　ga颯was　greater　in　the　order　of　SL，MK　and　casein　group，but　t赴e　d五fference　was

not　sign面cant、　The　protein　ef五ciency　ratio　of　the　d眞ets，the　nitroge臓retention　whic五was．de・．

texmined　by　the　ba士ance　study，a駄d　the　a買』ouロt　Gf　calc玉um　reセL玉ned　in　the　leg　bく》nes　were　about　the

same　in　the　two、skimmed　milk　groups，super・imposing　the　casein　group，　There　was　no　appreciable

di丘erence　observed　iロthe　vitamin　B2balance　among　three　groups。
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